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嚥下障害の早期発見を目的として，嚥下機能検査が広く実施されている．検査を効率

よく，かつ正確に実施するため，我々は，嚥下機能検査のうち３つの検査について咽喉

マイクとスマートフォンからなる自動測定システムを開発し，検診などでこのシステム

の有効性を確かめてきた．特に，反復唾液嚥下テストと呼ばれる検査は測定対象となる

空嚥下以外の音による誤動作が多く，その対策として機械学習に基づく識別方法を利用

するなどして，その精度の改善に努めている．今回，さらなる精度の改善を目的とし，

音情報だけでなく，喉周辺の筋電図（EMG）から得られる情報を併用する方法について

検討を行ったのでその結果を報告する． 
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